に はいろ いろな 書物が 引いて ある。 原書から か 孫引き 

かわから ぬが、 中国の 本が たくさん 出て いる。 兼名苑 

云 …… 、 昔 はこうで 和訓 はこう だ、 などと 書いて ある 

r 此字、 文選 云 …… 、 和訓 云々」、 と 出て いる。 何 か 拠 

り 所 はあろう が、 わからない。 

いったい、 辞書と いう もの は 何のた めに 作る か。 そ 

んな こと はわ かりき つたこと だとい うか もしれ ぬが、 

ほんとう はわれ われに はわから なか つたろうと 思う。 

われわれが 知ってい るの は 皆、 漢字の もの だが、 ごく 

わずかに 国語の 辞書が 古くから あって、 なかなか 手に 

はいらなかった。 で、 辞書と いえば 漢字の 辞書と 思つ 



古い 語 を 出して、 それに 当る いまの もの をつ けて ある _ 

書物 を 読む 場合に は 「雅言 俗解」 を 使い、 擬古文 を 作 

る ときには、 いまの 語から 古い 語 を 引いて くる 必要が 

あつたので 「俗言 雅訳」 を 引く。 そういう 仕事 は 明治 

以後の 人 は 横着で しなくな つたが、 徳川 時代に は 盛ん 

にやって いる。 佐 佐 木 弘綱氏 は、 明治に はいっても 「雅 

言 俗解」 の ほう を やって いた。 昔の 人の 仕事の 増補 を 

したに すぎない が、 読んで 面白い し、 昔の 人の 語の 味 

わい 方が わかる。 

こうした 態度 は、 平安朝に いっても ある。 『伊呂波 

字 類 抄』、 いろはに ほへ とと 並べて、 不正確ながら 分類 



た。 そのこと を、 春陽 堂から 出版され ている 雑誌 『方 

言』 が 示して いる。 つまり、 方言 研究の 流行 は 行き 止 

まり だが、 方言に たいする 注意 は 深くな つ てきて いる _ 

辞書に は、 方言の 記載と いう ことが 大切で ある。 辞書 

では 方言 を、 歴史的、 空間 的に、 特殊な 待遇な しに 並 

ベて いかねば ならない。 何のた めに 記述した のかと、 

いちいち 論証す る ことができ ぬから、 結論 だけ を 書か 

ねばならぬ。 だから、 辞書の 編纂 はむ つかしい。 日本 

の 辞書 は、 いつまで たっても、 糊と 鋏との 仕事ば かり 

だ。 



底本 ： 「日本の 名 随筆 別巻^: 辞書」 作品 社 

1997 (平成 9) 年 4 月お 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本" 「折 口 信 夫 全集 ノ— ト編 第一 巻」 中央 

公論 社 

1971 (昭和^) 年 3 月 発行 

※訓点 送り仮名 は、 底本で は、 本文 中に 小 書き 右 寄せ 

にな つ ています。 

入力 ： 門 田裕志 

校正 ： 多羅 尾 伴 内 

2 003 年匸 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



